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きくちたけみつ
疎石円覚寺・1329＝      (平泉澄の説に従えば)この頃，益城郡豊田庄で，菊池武時の子に生まれた思われる。武重・武敏の弟。童名

乙阿迦，通称豊田十郎。法名聖巌。

鎌倉幕府滅亡鎌倉幕府滅亡鎌倉幕府滅亡鎌倉幕府滅亡鎌倉幕府滅亡鎌倉幕府滅亡1333＝ 4歳：鎮西探題北条英時を博多に討とうとした_父が敗死。_父が敗死。_父が敗死。_父が敗死。_父が敗死。_父が敗死。

中先代の乱・1335＝ 6歳：武重が義貞に従って箱根竹下に赴き，直義と戦う。
南北朝分裂・南北朝分裂・南北朝分裂・南北朝分裂・南北朝分裂・南北朝分裂・1336＝ 7歳：武重が義貞に従い，大渡に戦う。武敏が少弐貞経を大宰府有智山に敗死させるが，筑前多々良戦で尊氏と

戦い，敗れる。武吉が正成と共に湊川に自害。京都に囚禁された武重が破獄して菊池に帰る。
・・・・・・1337＝ 8歳：武重が武敏と共に寺尾野城に挙兵，恵良惟澄らと共に肥後犬塚原で一色軍と戦い大勝利を得る。
足利尊氏将軍1338＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：武重が聖護寺に寺地を寄進し，大智を招いて住持とする。武重が家憲を制定。武茂が起請文を提出。
後醍醐天皇没1339＝10歳：武敏が起請文を提出。武重が死去。

五山制定・・1342＝13歳：武直，武貞ほか5名，阿迦，武士が相次ぎ起請文を提出。この年，懐良親王が薩摩谷山に入り御所とする。
・・・・・・1343＝14歳：大友軍に攻められ，惟澄とともに益城郡田口で惟時との_初陣で，軍事的能力を発揮，_初陣で，軍事的能力を発揮，_初陣で，軍事的能力を発揮，_初陣で，軍事的能力を発揮，_初陣で，軍事的能力を発揮，_初陣で，軍事的能力を発揮，
・・・・・・1344＝15歳：武隆が肥後練崎城に居住。この頃，童名乙阿迦を改めて_武光と名乗る。_武光と名乗る。_武光と名乗る。_武光と名乗る。_武光と名乗る。_武光と名乗る。
・・・・・・1345＝16歳：合志幸隆に占領された菊池の本城深川城を，惟澄の力を得て取り戻し，*菊池の惣領権を実力で確立。*菊池の惣領権を実力で確立。*菊池の惣領権を実力で確立。*菊池の惣領権を実力で確立。*菊池の惣領権を実力で確立。*菊池の惣領権を実力で確立。
・・・・・・1346＝17歳：恵良惟澄に書状を出す(武光の遺存書状中最古のもの)。
・・・・・・1347＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：この頃_肥後守となる。宇土に着いた懐良親王を出迎え，_肥後守となる。宇土に着いた懐良親王を出迎え，_肥後守となる。宇土に着いた懐良親王を出迎え，_肥後守となる。宇土に着いた懐良親王を出迎え，_肥後守となる。宇土に着いた懐良親王を出迎え，_肥後守となる。宇土に着いた懐良親王を出迎え，
・・・・・・1348＝19歳：*さらに隈部山城を菊池の本城に導いて九州宮方の中心とし，肥後南軍の勢力を糾合。*さらに隈部山城を菊池の本城に導いて九州宮方の中心とし，肥後南軍の勢力を糾合。*さらに隈部山城を菊池の本城に導いて九州宮方の中心とし，肥後南軍の勢力を糾合。*さらに隈部山城を菊池の本城に導いて九州宮方の中心とし，肥後南軍の勢力を糾合。*さらに隈部山城を菊池の本城に導いて九州宮方の中心とし，肥後南軍の勢力を糾合。*さらに隈部山城を菊池の本城に導いて九州宮方の中心とし，肥後南軍の勢力を糾合。

・・・・・・1351＝22歳：惟澄らと_懐良親王を奉じて，筑後に進出，武家方を二分する少弐頼尚と一色範氏の対立を利用し，はじめ_懐良親王を奉じて，筑後に進出，武家方を二分する少弐頼尚と一色範氏の対立を利用し，はじめ_懐良親王を奉じて，筑後に進出，武家方を二分する少弐頼尚と一色範氏の対立を利用し，はじめ_懐良親王を奉じて，筑後に進出，武家方を二分する少弐頼尚と一色範氏の対立を利用し，はじめ_懐良親王を奉じて，筑後に進出，武家方を二分する少弐頼尚と一色範氏の対立を利用し，はじめ_懐良親王を奉じて，筑後に進出，武家方を二分する少弐頼尚と一色範氏の対立を利用し，はじめ
は一色と結び，のち少弐頼尚と連合し，は一色と結び，のち少弐頼尚と連合し，は一色と結び，のち少弐頼尚と連合し，は一色と結び，のち少弐頼尚と連合し，は一色と結び，のち少弐頼尚と連合し，は一色と結び，のち少弐頼尚と連合し，

観応の擾乱終観応の擾乱終観応の擾乱終観応の擾乱終観応の擾乱終観応の擾乱終1352＝23歳：_少弐頼尚とともに，色範氏を攻める。_少弐頼尚とともに，色範氏を攻める。_少弐頼尚とともに，色範氏を攻める。_少弐頼尚とともに，色範氏を攻める。_少弐頼尚とともに，色範氏を攻める。_少弐頼尚とともに，色範氏を攻める。
・・・・・・1353＝24歳：__大宰府南方の針摺原で，一色軍と戦い大勝，さらに，肥前仁比山・朝井・菩提寺等に破り，ついで筑前飯__大宰府南方の針摺原で，一色軍と戦い大勝，さらに，肥前仁比山・朝井・菩提寺等に破り，ついで筑前飯__大宰府南方の針摺原で，一色軍と戦い大勝，さらに，肥前仁比山・朝井・菩提寺等に破り，ついで筑前飯__大宰府南方の針摺原で，一色軍と戦い大勝，さらに，肥前仁比山・朝井・菩提寺等に破り，ついで筑前飯__大宰府南方の針摺原で，一色軍と戦い大勝，さらに，肥前仁比山・朝井・菩提寺等に破り，ついで筑前飯__大宰府南方の針摺原で，一色軍と戦い大勝，さらに，肥前仁比山・朝井・菩提寺等に破り，ついで筑前飯

盛山に戦うなど，九州における宮方は力を得て行く。盛山に戦うなど，九州における宮方は力を得て行く。盛山に戦うなど，九州における宮方は力を得て行く。盛山に戦うなど，九州における宮方は力を得て行く。盛山に戦うなど，九州における宮方は力を得て行く。盛山に戦うなど，九州における宮方は力を得て行く。
・・・・・・1354＝25歳：弟武尚が肥後清源寺に敷地を寄進。武澄が肥前湯江村から進んで多比良城を攻め，これをおとす。_一色五_一色五_一色五_一色五_一色五_一色五

郎等を筑前千手城に攻め，逃げるのを追って曲豆前弓削田に郎等を筑前千手城に攻め，逃げるのを追って曲豆前弓削田に郎等を筑前千手城に攻め，逃げるのを追って曲豆前弓削田に郎等を筑前千手城に攻め，逃げるのを追って曲豆前弓削田に郎等を筑前千手城に攻め，逃げるのを追って曲豆前弓削田に郎等を筑前千手城に攻め，逃げるのを追って曲豆前弓削田に至る。至る。至る。至る。至る。至る。
・・・・・・1355＝26歳：菊池一族等が肥前征伐に向かう。武澄が小城の千葉氏を攻める。以後，_菊池一族中心となって，筑前・曲_菊池一族中心となって，筑前・曲_菊池一族中心となって，筑前・曲_菊池一族中心となって，筑前・曲_菊池一族中心となって，筑前・曲_菊池一族中心となって，筑前・曲

豆後・曲豆前を攻め，ことごとくこれを破り，一色範氏らは豆後・曲豆前を攻め，ことごとくこれを破り，一色範氏らは豆後・曲豆前を攻め，ことごとくこれを破り，一色範氏らは豆後・曲豆前を攻め，ことごとくこれを破り，一色範氏らは豆後・曲豆前を攻め，ことごとくこれを破り，一色範氏らは豆後・曲豆前を攻め，ことごとくこれを破り，一色範氏らは長門に遁走。長門に遁走。長門に遁走。長門に遁走。長門に遁走。長門に遁走。
莵玖波集・・莵玖波集・・莵玖波集・・莵玖波集・・莵玖波集・・莵玖波集・・1356＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：菊池四宮主水正らが一色直氏と筑前麻生山に戦う。武澄が重病になり，
・・・・・・1357＝28歳：死去。畠山直顕を日向穆佐城に攻める。
足利尊氏没・1358＝29歳：再び，日向穆佐城に畠山直顕を攻めるが，大友氏時に退路を攻められる。
・・・・・・1359＝30歳：_木屋行実らを率いて曲豆後に志賀頼房を攻め，ついで豊後高崎城に氏時を囲み，さらに，宮方武士を率い_木屋行実らを率いて曲豆後に志賀頼房を攻め，ついで豊後高崎城に氏時を囲み，さらに，宮方武士を率い_木屋行実らを率いて曲豆後に志賀頼房を攻め，ついで豊後高崎城に氏時を囲み，さらに，宮方武士を率い_木屋行実らを率いて曲豆後に志賀頼房を攻め，ついで豊後高崎城に氏時を囲み，さらに，宮方武士を率い_木屋行実らを率いて曲豆後に志賀頼房を攻め，ついで豊後高崎城に氏時を囲み，さらに，宮方武士を率い_木屋行実らを率いて曲豆後に志賀頼房を攻め，ついで豊後高崎城に氏時を囲み，さらに，宮方武士を率い

，筑後川で少弐頼尚勢と合戦，直資は討死，頼尚は大宰府に，筑後川で少弐頼尚勢と合戦，直資は討死，頼尚は大宰府に，筑後川で少弐頼尚勢と合戦，直資は討死，頼尚は大宰府に，筑後川で少弐頼尚勢と合戦，直資は討死，頼尚は大宰府に，筑後川で少弐頼尚勢と合戦，直資は討死，頼尚は大宰府に，筑後川で少弐頼尚勢と合戦，直資は討死，頼尚は大宰府に敗退。武家方の敗退により，北朝の後光厳天皇敗退。武家方の敗退により，北朝の後光厳天皇敗退。武家方の敗退により，北朝の後光厳天皇敗退。武家方の敗退により，北朝の後光厳天皇敗退。武家方の敗退により，北朝の後光厳天皇敗退。武家方の敗退により，北朝の後光厳天皇
から親王および武光の追討の綸旨が出されるなか，から親王および武光の追討の綸旨が出されるなか，から親王および武光の追討の綸旨が出されるなか，から親王および武光の追討の綸旨が出されるなか，から親王および武光の追討の綸旨が出されるなか，から親王および武光の追討の綸旨が出されるなか，

・・・・・・1361＝32歳：*大宰府の頼尚を攻め落とし，懐良親王を迎えて征西府を確立。さらに，筑前の少弐・大友氏を攻略，*大宰府の頼尚を攻め落とし，懐良親王を迎えて征西府を確立。さらに，筑前の少弐・大友氏を攻略，*大宰府の頼尚を攻め落とし，懐良親王を迎えて征西府を確立。さらに，筑前の少弐・大友氏を攻略，*大宰府の頼尚を攻め落とし，懐良親王を迎えて征西府を確立。さらに，筑前の少弐・大友氏を攻略，*大宰府の頼尚を攻め落とし，懐良親王を迎えて征西府を確立。さらに，筑前の少弐・大友氏を攻略，*大宰府の頼尚を攻め落とし，懐良親王を迎えて征西府を確立。さらに，筑前の少弐・大友氏を攻略，
・・・・・・1362＝33歳：_豊後府中に入る。斯波氏経・少弐冬資らと筑前長者原に戦い，これを破る。志賀頼房らに豊後鳥屋城を攻_豊後府中に入る。斯波氏経・少弐冬資らと筑前長者原に戦い，これを破る。志賀頼房らに豊後鳥屋城を攻_豊後府中に入る。斯波氏経・少弐冬資らと筑前長者原に戦い，これを破る。志賀頼房らに豊後鳥屋城を攻_豊後府中に入る。斯波氏経・少弐冬資らと筑前長者原に戦い，これを破る。志賀頼房らに豊後鳥屋城を攻_豊後府中に入る。斯波氏経・少弐冬資らと筑前長者原に戦い，これを破る。志賀頼房らに豊後鳥屋城を攻_豊後府中に入る。斯波氏経・少弐冬資らと筑前長者原に戦い，これを破る。志賀頼房らに豊後鳥屋城を攻

められる一方，豊後の諸城を攻める。められる一方，豊後の諸城を攻める。められる一方，豊後の諸城を攻める。められる一方，豊後の諸城を攻める。められる一方，豊後の諸城を攻める。められる一方，豊後の諸城を攻める。
山名時氏征討1363＝34歳：菊池・厚東の軍が大内軍と豊前に戦う。
・・・・・・1364＝35歳：
・・・・・・1365＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：
・・・・・・1366＝37歳：_島津氏久と肥後日ノ岡に戦う。_島津氏久と肥後日ノ岡に戦う。_島津氏久と肥後日ノ岡に戦う。_島津氏久と肥後日ノ岡に戦う。_島津氏久と肥後日ノ岡に戦う。_島津氏久と肥後日ノ岡に戦う。
細川頼之管領細川頼之管領細川頼之管領細川頼之管領細川頼之管領細川頼之管領1367＝38歳：_少弐冬資を豊前香春城に攻め破る。_少弐冬資を豊前香春城に攻め破る。_少弐冬資を豊前香春城に攻め破る。_少弐冬資を豊前香春城に攻め破る。_少弐冬資を豊前香春城に攻め破る。_少弐冬資を豊前香春城に攻め破る。
足利義満将軍足利義満将軍足利義満将軍足利義満将軍足利義満将軍足利義満将軍1368＝39歳：
・・・・・・1371＝42歳：_新探題となった今川貞世が，子の義範，弟の仲秋らとともに西下し，九州の島津・畠山・阿蘇氏らと連絡_新探題となった今川貞世が，子の義範，弟の仲秋らとともに西下し，九州の島津・畠山・阿蘇氏らと連絡_新探題となった今川貞世が，子の義範，弟の仲秋らとともに西下し，九州の島津・畠山・阿蘇氏らと連絡_新探題となった今川貞世が，子の義範，弟の仲秋らとともに西下し，九州の島津・畠山・阿蘇氏らと連絡_新探題となった今川貞世が，子の義範，弟の仲秋らとともに西下し，九州の島津・畠山・阿蘇氏らと連絡_新探題となった今川貞世が，子の義範，弟の仲秋らとともに西下し，九州の島津・畠山・阿蘇氏らと連絡

をとって，大宰府を攻めてきたため，伊倉宮を奉じ，高崎城をとって，大宰府を攻めてきたため，伊倉宮を奉じ，高崎城をとって，大宰府を攻めてきたため，伊倉宮を奉じ，高崎城をとって，大宰府を攻めてきたため，伊倉宮を奉じ，高崎城をとって，大宰府を攻めてきたため，伊倉宮を奉じ，高崎城をとって，大宰府を攻めてきたため，伊倉宮を奉じ，高崎城を攻めるが，を攻めるが，を攻めるが，を攻めるが，を攻めるが，を攻めるが，
応安新式・・応安新式・・応安新式・・応安新式・・応安新式・・応安新式・・1372＝43歳：*落とせず，大宰府に退くも陥落。壊良親王を奉じて高良山に逃れ，この頃，戦死か。*落とせず，大宰府に退くも陥落。壊良親王を奉じて高良山に逃れ，この頃，戦死か。*落とせず，大宰府に退くも陥落。壊良親王を奉じて高良山に逃れ，この頃，戦死か。*落とせず，大宰府に退くも陥落。壊良親王を奉じて高良山に逃れ，この頃，戦死か。*落とせず，大宰府に退くも陥落。壊良親王を奉じて高良山に逃れ，この頃，戦死か。*落とせず，大宰府に退くも陥落。壊良親王を奉じて高良山に逃れ，この頃，戦死か。
鎌倉五山制定1373＝44歳：_通説によればこの年没した。_通説によればこの年没した。_通説によればこの年没した。_通説によればこの年没した。_通説によればこの年没した。_通説によればこの年没した。

川添昭二｢菊池武光｣，｢日本史を変えた人物200人｣，｢没年日本史人物事典｣，｢人物日本歴史館｣，平凡社百科事典，


